
茨城県⾦融教育委員会
茨城県⽴坂東清⾵⾼等学校

実践報告
「⾦融経済教育公開授業・研究協議（茨城県⽴坂東清⾵⾼等学校）」（12 ⽉ 19 ⽇開催）

【学校の特徴・概要】
本校は、茨城県の南⻄部に位置する、坂東市にあり、岩井⾼校と坂東総合⾼校との統合により、令和

２年４⽉に開校した学校です。「総合学科」と「農と⾷科」の２つの学科を有しており、「総合学科」は、
⼈⽂、⾃然、情報ビジネス、ライフデザインの４系列、「農と⾷科」は、農業、都市園芸、⾷品の３つの
コースに分かれて授業を展開しています。どちらの学科においても、１年⽣ではそれぞれ共通の科⽬を
中⼼に学びながら、２年⽣からの系列・コースを選択することになります。⾃分の興味・関⼼がどこに
あるかを⾒極めた上で、将来の進路を決めることができるという点が本校の特徴です。

本校が⽬指す学校像は、以下の通りです。
・普通教育・専⾨教育を通して、確かな学⼒を育み、未来を創造する⼒を持った⼈材を育成する学校
・個に応じた学習を通し、⾼い専⾨性と実践⼒を培い、社会において⽣きる⼒を備えた⼈材を育成す

る学校
・地域との連携・交流を通して地域愛・協働する⼒を育み、地域のニーズに応え郷⼟の発展に貢献で

きる⼈材を育成する学校

【⾦融経済教育公開授業・研究協議（12 ⽉ 19 ⽇開催）】
12 ⽉ 19 ⽇（⽊）に⾦融経済教育公開授業・研究協議を開催し、研究校として２年間（令和５・６年

度）⾦融経済教育に取り組んできた成果を発表したほか、２年総合学科ライフデザイン系列、３年総合
学科情報ビジネス系列、農と⾷科で公開授業を開催しました。

〈参加者〉
２年総合学科ライフデザイン系列：25 名、３年総合学科情報ビジネス系列：36 名、農と⾷科：13 名、 
開催校教員：12 名、茨城県⾦融広報委員会事務局：２名、⾦融経済教育アドバイザー：１名、⾼校教育
課主査：１名、教職員：14 名

１．公開授業
（１）商業科（３年情報ビジネス系列）

 単元名 「18 歳でローンを組むと…」〜利息はいくら払っているの？〜
 単元の⽬標

・利息とは何かを理解し、銀⾏預⾦、ローン、投資など、実際の⾦融商品における利息計算の応
⽤を理解する。また、学んだ技術と知識を使って⾃分の財政状況を改善する能⼒を養う。

・異なる利息計算の⽅法を理解し(単利・複利)返済計画や貯蓄計画に⽣かし、ビジネスや⽇常⽣
活において有効な意思決定ができるようになる。

・⾃⼰学習の習慣化、問題解決能⼒の向上、⽬標設定と達成感を得ることができ、計算結果に責
任を持ち、信頼のある情報を提供できるようになる。



 学習内容及び活動 
 ①ローンが必要になる場合を想定させる。 
 ②EXCEL を使⽤し、年間返済表を作成する。 
 ③条件を変えて作成した表を基に、⾃分で考えるローンを選択してみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）家庭科（２年ライフデザイン系列） 

 単元名 「⼦育てと経済計画」 
 単元の⽬標 

・⼦どもを地域や社会で⽀える⼦育て⽀援の具体的な場や制度について理解することができる。 
・⼦育て⽀援の今後の課題と展望について考察することができる。 
・⼦育てやその⽀援制度に関する情報を⾃ら調べ、社会の⼀員として⼦育てを⽀える意識を持っ

ている。 
 学習内容及び活動 
 ①出産や⼦育てにはどんな費⽤がかかるか考え、Padlet を⽤いて意⾒交換をする。 
 ②出産・⼦育てにかかる主な費⽤や、利⽤できる制度について知る。 

   ③ケーススタディを通して、出産や⼦育てにおいて利⽤可能な制度を具体的に検討し、その活⽤
⽅法について考察する。 

 ④本時の授業を振り返り、分かったことを⾃分の⾔葉でまとめ、Padlet で意⾒交換を⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18歳でローンを組むと・・（異時点間の資源配分機能）
ー利息はどのくらい払うのかな？ー

  この４⽉から就職をすることになった18歳の私は、通勤で使う⾞を準備する必要があった。
もらえるだろう給料（15万円）のうち３万円（約20％）を返済にすればローンが組めるかも・・・
⾞は諸経費代込みで1,000,000円と⾒積もった。さあ、いつ返済が終わるのだろう。

電卓を使って計算してみよう
借⼊⾦(未返済額） 返済額 借⼊⾦利息 実質返済額

4⽉ 30,000 ① ②

5⽉ ③ 30,000
6⽉ 30,000

① まずは1,000,000円を1か⽉借りていた場合の利息を計算してみよう。
借⼊⾦ × 年利率 ÷ 12か⽉ ＝ 1か⽉の利息

借⼊⾦ 1,000,000 ボーナス時に追加
年利率 8.30% 50,000

毎⽉返済額 30,000

毎⽉返済額 １ヶ⽉の利息 実質返済額 未返済額
4⽉ 30,000 6,917 23,083 976,917
5⽉ 30,000 6,757 23,243 953,674
6⽉ 80,000 6,596 73,404 880,270
7⽉ 30,000 6,089 23,911 856,358
8⽉ 30,000 5,923 24,077 832,282
9⽉ 30,000 5,757 24,243 808,038
10⽉ 30,000 5,589 24,411 783,627
11⽉ 30,000 5,420 24,580 759,047
12⽉ 80,000 5,250 74,750 684,297
1⽉ 30,000 4,733 25,267 659,030
2⽉ 30,000 4,558 25,442 633,589
3⽉ 30,000 4,382 25,618 607,971
⼩計 460,000 67,971 392,029 １年⽬



（３）地歴公⺠科（３年農と⾷科） 
 単元名 「ライフプランゲーム」 
 単元の⽬標 
 ・未来の⽣活をシミュレートするゲームを通して、消費や貯蓄など家計の管理に関わる事項につ 

いて実感を持って理解する。 
 学習内容及び活動 

   ①マネープランゲームのルールを理解する。 
   ②ゲームを通して、20 歳代の⼈⽣を体験し、20 歳代終了時点の結果を班ごとに発表する。 
   ③ゲームを通して、30 歳代の⼈⽣を体験し、30 歳代終了時点の結果を班ごとに発表する。 
   ④結果をもとに⾃分の班の「⽣活設計」と「マネープラン」について振り返り、ゲーム体験で分

かったことを、普段の⽣活にどのように⽣かしていけばよいか考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究協議 
（１） 会場校⻑あいさつ 
   茨城県⽴坂東清⾵⾼等学校⻑  四位 学先⽣ 
（２）主催者あいさつ  

茨城県⾦融広報委員会副会⻑  稲⾒ 征史⽒ 
（３）研究発表 
    授業実践の概要説明 
    授業担当による振り返り 
（４）指導講評 
    ⾦融経済教育推進機構認定講師  平澤 浩⼦⽒ 
    教育庁学校教育部⾼校教育課   前⽥ 浩⼀⽒ 
（５）謝辞 
（６）閉会 
 
 

 



 ⾦融経済教育研究指定校としての委託を受け、研究主題を「⾃ら判断し⾏動できる⼒を育む⾦融教
育の在り⽅〜ライフ・プランの中で適切な機関の活⽤を通して〜」と設定し、２年間研究に取り組ん
できました。 
 個⼈のライフ・プランにおいては、教育、住宅、医療、⽼後の資⾦など、さまざまな⾦融的な要素
が関与しており、直⾯する度に、適切な判断をしていく必要があります。この判断や⾏動が適切でな
い場合、将来の⽬標や夢を実現するための資⾦が不⾜したり、借⾦の負担が増えたりする可能性があ
ります。そこで、就職希望者が多い本校においては、卒業後、働いて得た給料を、適切に運⽤しなが
ら、将来の経済計画や⽬標を達成するために必要なスキルをはぐくむことを⽬標として、商業科・家
庭科・地歴公⺠科の３つの教科において、それぞれの視点で授業を展開していきました。 
 各教科において⾦融に関する授業を実施したり、学校⾏事として年⾦セミナーや⽂化祭でのキャッ
シュレス決済の導⼊等、様々な取り組みを⾏う中で、外部講師との連携で、授業で不⾜する部分を補
ったり、より深めたりしながら実践することができた点や、⽣徒に新たな視点に気づかせることがで
きたといった成果がありました。⼀⽅で、学習内容の定着や、経済的に苦しい家庭も多いのが現状の
本校において、資産運⽤等、お⾦に関する授業を⾏うことに対する難しさを感じました。 
 また、講評では、闇バイトをはじめ、18 歳になったばかりの⾼校⽣が悪徳業者に狙われやすいので
⼗分に注意する必要があること、オーストラリアでの 16 歳未満の SNS 禁⽌を例に、その危険性につ
いて指導していく必要があること、教科横断的な取り組みを⾏うことでより学習内容が深まるのでは
ないかといった助⾔をいただきました。 

２年間の研究はこれで終えることになります。しかし、多くの⽣徒が卒業後に就職するため、限ら
れた給料をうまくやりくりし、⽇々の⽣活を送る必要があります。その様な中で、⽣徒が損をしない
ように、いただいたアドバイスを取り⼊れながら、引き続き学校全体として⾦融経済教育の充実に努
め、ライフ・プランを考慮した適切な資⾦運⽤のサポートを⾏いたいと考えています。 


